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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 122 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度

人/年 21

■旧藤島町の概要
・平成17年度10月1日に旧鶴岡市、旧藤島町、旧羽黒町、旧櫛引町、旧朝日村及び旧温海町の1市4町1村で合併し「鶴岡市」となりました。
・旧藤島町は、穀倉地帯として知られる庄内平野のほぼ中央で、鶴岡市の北部に位置し、西は三川町、東と北が庄内町に接しています。
・広大な美田と遠望される山々の景観、旧東田川郡役所等の歴史資源に特色があり、農業基盤施設の集積が高く庄内農業を先導する拠点となっています。
・平成17年度の国勢調査では、旧藤島町の総人口は11,595人、高齢者率は約27.9％で、平成12年度の国勢調査と比較すると、総人口は減少傾向（－5.7％）にあり、高齢化（＋2.4％）が進行しています。
・「日本一のふじの里づくり」を合言葉に、「個性ある、住みよい、他に誇れるまちづくり」をめざし、住民が誇りと自信を持ってふじの花を活かした都市づくりに取り組みながら、藤島らしい快適な都市景観の形成を推進しています。
■藤島元町地区の概要
・藤島元町地区は旧藤島町の中心部であり、鶴岡市藤島庁舎、ＪＲ藤島駅、庄内農業高等学校、ふれあいセンター等の公共・公益施設や藤島城址、東田川文化記念館（旧東田川郡役所、旧東田郡会議事堂等）、藤島川、藤島倉庫等の歴史・景観資源
が集積していますが、車社会の進行や郊外部への大型店舗進出等により、既存商店街の衰退が進むなど、町の顔としての活気が低迷しています。
・市街地は藤島川をはさんで東西に二分されており、東側の公共・公益施設の集積地と、西側のＪＲ藤島駅や業務施設の集積地とを結ぶ（都）藤島駅笹花線が、町の骨格道路として位置づけられています。
・平成14年8月には、（都）藤島駅笹花線の事業推進と合わせ、沿道環境及び主要施設の整備により魅力あるまちづくりを図るため「藤島中心街まちづくり協議会」が発足し、平成16年度には、「藤島中心街まちづくり計画書」をまとめ、平成17年度以降
は、まちづくりの検討や研修のほか、沿道の花植栽等を実践しています。
・藤島城址の堀の水質浄化のため、空芯菜いかだを用いた水質浄化活動にまちづくり協議会や地域住民、隣接する庄内農業高校の生徒と行政が一体となって取り組んでおり、これまでの結果を基に、今後も水質浄化に努めることで、観光拠点の一つ
である藤島城址の活性化に取り組むこととしています。
・平成18年度から都市再生整備計画事業を実施しており、藤島駅周辺と藤島城址周辺の整備は完成しましたが、計画していた東田川文化記念館周辺の歴史公園については、終了年度の平成22年度までに当初計画どおりは完成できない見込みとなっ
たため、２期整備を前提として規模を縮小し、既存施設の利便性向上に資する整備を暫定的に実施しました。

計画期間 交付期間 27

歴史・文化施設を活用した観光拠点づくりによる来訪者の増加を図り、中心街の活性化を進めます。

都道府県名 山形県 鶴岡市
つ る お か し

（旧藤島
ふじしま

町
まち

） 藤島元町
ふじしまもとまち

地区（第２期）

目標値
目標年度

来訪者の増加を計測するため、歴史公園内の主要施設である旧東
田川郡役所・議事堂の入場者を計測する指標

31,633

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

歴史公園施設利用者数 歴史公園施設(旧東田川郡役所・議事堂)の年間利用者数

■第１期都市再生整備計画事業による課題の変化
①第１期前の課題（その１）　藤島川、藤島城址、旧東田川郡役所を中心とする歴史・文化資源を活かした拠点づくりを行い、来訪者の増加を図ることにより、中心街の活性化につなげることが求められています。
　◇達成されたこと（課題の改善状況）　藤島城址周辺は歴史資源を活かした拠点づくりが実施され、周辺地域からの来訪者の増加や新たなイベントも実施され中心街の活性化につながっている。
　◆残された未解決の課題　県指定文化財である旧東田川郡役所・郡会議事堂を活かした、藤の名所の一つとして整備する計画の歴史公園が、現施設の利便性向上事業のみで、集客向上事業が未実施のため、外部からの来訪者の増加が図ら
　　れていない。
②第１期前の課題（その２）　恵まれた資源の保全や住民と行政が一体となった取り組みの継続のため、住民のまちづくりに対する参加意識の一層の高揚を図る必要があります。
　◇達成されたこと（課題の改善状況）　住民のまちづくりに対する参加については、沿道の花植栽や堀の浄化活動等、定期的な活動として定着している。
　◆事業によって発生した新たな課題　藤島城址堀の浄化事業により、まちづくり活動が活発にはなったが、堀の浄化に一定の効果があったものの、満足できるまでには至っていない。
■未達成の目標を達成するための改善策と新たに発生した課題に対する改善策
　◇旧東田川郡役所周辺の拠点づくりによる来訪者の増加
　◇別の方法による藤島城址堀の浄化事業

・平成21年3月策定の鶴岡市総合計画では、「地域の生活や活動を支える基盤を整えるとともに、交通・情報ネットワークをさらに充実させて市域内外の交流を拡大します。」「鶴岡地域の中心部をはじめ、各地域の核となる区域について、歴史的または
文化的な地域の個性を大切にしながら都市機能の集積を促し、賑わいのあるまちづくりを推進します。」としています。

2734,800



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり及び支援
　「藤島中心街まちづくり協議会」においては、まちづくりについて協議を行うほかに、沿道の花植栽を既存の事業として、地元活動を継続していきます。

○提案事業：まちづくり協議会の概要
　地域住民、企業、行政等が連携して進めている組織です。（都）藤島駅笹花線の事業推進と合わせ、沿道環境及び主要施設の整備により魅力あるまちづくりを図るために、実現可能な振興策などを話し合いながら、中心市街地としてのにぎやかさの創出
を図ることを目的としています。
　
○関連事業：（都）藤島駅笹花線概要
  藤島駅を起点とした延長810ｍ、幅員18ｍの都市計画街路であり、ＪＲ藤島駅と旧藤島町中心部を結ぶ重要な路線です。終点側355ｍが平成13年までに整備され、残りの455ｍ区間については、事業着手に向けた調査が行われ、平成22年度に計画幅員
を12.5ｍに変更して片側歩道での整備が行われております。

○関連事業：ふじの里藤島の魅力アップ事業（ソフト事業）概要
　見ごたえのある房の長い藤や珍しい藤を藤島にも植樹するため、全国的に有名な藤の枝を譲り受けて、公園等の藤を台木にして接木する事業で、藤の接木の技術を習得し、公園等の藤に接木する業務を、地域のまちづくり団体である「日本一ふじの里
づくり推進委員会」が担って実施しています。
　歴史公園の藤棚への植樹についても、習得した技術を活用する計画です。

方針に合致する主要な事業
〈整備方針〉歴史・文化施設を活用した観光拠点づくりによる来訪者の増加
　・歴史的資源の有効活用による歴史公園の整備を行い来訪者の増加を目指します。
　・藤島らしい景観やにぎやかさの創出を図るため、様々な地元活動を支援します。

・公園［基幹事業：歴史公園整備事業/市］
・地域創造支援事業［提案事業：歴史公園案内施設整備事業/市］
・まちづくり活動推進事業［提案事業：まちづくり協議会/まちづくり協議会］
・都市計画道路藤島駅笹花線街路事業［関連事業/山形県］
・ふじの里藤島の魅力アップ事業（ソフト事業）［関連事業/市］



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 鶴岡市 直 23,900㎡ H19 H27 H23 H27 329.7 278.4 278.4 278.4

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 329.7 278.4 278.4 278.4 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

鶴岡市 直 Ｈ27 H27 Ｈ27 H27 2.0 2.0 2.0 2.0

－

－

まちづくり協議会 間 － Ｈ18 H27 Ｈ23 H27 1.3 0.7 0.5 0.5

－

合計 3.3 2.7 2.5 2.5 …B
合計(A+B) 281

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

山形県 国土交通省 L=455m ○ H23 H28 1,620

鶴岡市 ○ H22 H27

合計 1,620

都市計画街路事業 都市計画道路藤島駅笹花線

ふじの里藤島の魅力アップ事業（ソフト事業）

0.2

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

まちづくり協議会 － 0.2

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

歴史公園案内施設整備事業 歴史公園

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－

－

歴史公園整備事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間
細項目 うち民負担分

120 国費率 0.4交付対象事業費 300

事業 事業箇所名

交付限度額



都市再生整備計画の区域

藤島元町
ふ じ し ま も と ま ち

地区（第２期）（山形県鶴岡
つ る お か

市
し

（旧藤島町
ふ じ し ま ま ち

）） 面積 122 ha 区域
上藤島字備中下、鎧田畑、藤島字古楯跡、村前、山ノ前、藤の花一丁目、藤の花二丁目の全部と上藤島字
街道西、六所畑、藤島字川向、向楯跡、前野、西川原、笹花、村東、新屋敷の一部

N

0 500 1000ｍ

藤島元町地区（122ha）

鶴岡市藤島庁舎

ＪＲ藤島駅

藤島城址跡

庄内農業高等学校

東田川
文化記念館

ふれあいセンター



歴史公園施設利用者数 （人/年） 31,633 （２１年度） → 34,800 （２７年度）

　藤島元町
ふ じ し ま も と ま ち

地区（第２期）（山形県鶴岡
つ る お か

市
し

（旧藤島町
ふ じ し ま ま ち

））　整備方針概要図

目標
歴史・文化施設を活用した観光拠点づくりによる来訪者の増加を図
り、中心街の活性化を進めます。

代表的
な指標

N

藤島城址

ＪＲ藤島駅

国道345線

○関連事業
ふじの里藤島の魅力アップ事業（ソフト事業）
（見ごたえのある房の長い藤や珍しい藤を藤島にも植樹するた

め、全国的に有名な藤の枝を譲り受けて、公園等の藤を台木に
して接木する事業で、藤の接木の技術を習得し、公園等の藤に
接木する業務を、地域のまちづくり団体である「日本一ふじの里
づくり推進委員会」が担って実施する。
歴史公園の藤棚への植樹についても、習得した技術を活用す

る計画です。

凡例

計画区域

基幹事業

提案事業

関連事業

歴史施設

【日本一の藤の普及率】
平成12年の国勢調査に合わせて調査した結果、旧藤島町の

藤の普及率は54.9％であり、半数以上の世帯に藤が普及して
いる。
※調査結果 調査世帯 ・ 藤がある世帯 ・ うち地植の藤

（2,761世帯） （1,516世帯） （1,053世帯）

鶴岡市藤島庁舎

ふれあい
センター

東田川
文化記念館

□提案事業

まちづくり活動推進事業
（まちづくり協議会）

■基幹事業
公園（歴史公園整備）

米倉庫(全農藤島倉庫)
14棟 建物面積7,300㎡

土地面積20,000㎡

□提案事業
地域創造支援事業
（歴史公園案内施設整備事業）

○関連事業
都市計画道路藤島駅笹花線街路

事業（L=455m、W=12.5m）

旧東田川郡役所旧東田川郡会議事堂

★第1期整備済
（藤島城址周辺の整備）

★第1期整備済
（藤島駅前拠点整備）


